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メータオ・クリニック支援の会（ＪＡＭ） 

会報メール 第 113 号  

〔2019 年 4 月発行号〕 
 

  

 

ＮＰＯ法人メータオ・クリニック支援の会（JAM）支援者の皆様 

 

いつもご支援していただき、誠にありがとうございます。  

JAM 会報メール第 113 号をお送りします。 

 

JAM は 2008 年 3 月に発足された NGO です。ビルマ／ミャンマーからタイへ貧困や戦火を

逃れてきた人々の病院、メータオ・クリニックの活動を支援する目的で設立されました。 

 

 

支援者の皆様へ JAM の最新の活動をほぼ毎月中～下旬ごろ会報メールにて発信いたしま

す。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
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新刊：国境の医療者 全国の書店で絶賛発売中！ 
 

以前の会報でもお伝えしておりましたが、メータオ・クリニック支援の会 (JAM)は昨年 2018

年、設立 10 周年を迎えました。 

10 周年を記念して JAM の歩みをまとめたい。でも、単なる「活動報告書」ではなくて、書

籍として読んでいただける物にしたい。そういう話が出たのが 2 年ほど前でした。 

 

それから 2 年、JAM スタッフと出版社の方とほぼ毎月ミーティングを行いながら出来上が

った「リレーエッセイ」が、2019 年 4 月に新泉社から出版されました。 

 

各々の派遣員が経験した成功体験、面白い発見、悔しい思い、悲しいお話など…さまざま

な印象的なエピソードは、読者の皆さんにもきっと共感いただけるものと思います。現地派

遣員の成長から、10年で変わった国境付近の状況、クリニックに看護が根付いていくまでが、

（手前味噌ですが）とても読みやすくまとまっていると思っています。 

また、JAM に関わる様々な方から寄せ書き形式でいただいたメッセージも盛り込まれてい

ます。ご協力いただきました皆さま、ありがとうございました。 

さらに、プロの写真家である渋谷敦志さんのご厚意で、素晴らしい写真が本中に散りばめ

られています。 

 

すでに全国の大規模書店には店頭に置いていただいております。アマゾンなどのインター

ネットでも購入可能です。直近では、ミャンマー祭り（後述の記事参照）でも販売します。 

 

 
◎『国境の医療者』書店での様子 

  
（※写真はご許可を得て撮影、掲載しております。） 

 

 
 

 

←なお、このようなフライヤーも作成しています。 
配布や設置にご協力いただける方がいらっしゃいましたら、 
ぜひご連絡ください。封筒いっぱいに詰めてお送りします！ 
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ミャンマー祭り 2019 に出展します！
 
５月 25 日（土）、５月 26 日（日） 

「ミャンマー祭り２０１９」に出展します！ 
 

今年も JAM は増上寺で開催される 

「ミャンマ－祭り２０１９」https://www.myanmarfestival.org/ に出展が決定しました。 

 

設立 10 周年を迎えた JAM の現地派遣員や日本事務局での活動紹介のほか、現地でしか手に

入らないメータオ・クリニックオリジナル T シャツや民芸品などの販売を行っておりますの

でぜひ気軽に足を運んでくださると幸いです♪ 

また、今年の４月に出版されたばかりの書籍「国境の医療者」の販売も併せて行う予定で

す！現地に寄り添い続けた 10 年間の現地派遣員と JAM の軌跡をリレーエッセイにして綴っ

ていますのでぜひお手に取っていただけますと嬉しいです。 

 

ぜひ皆様のお越しをスタッフ一同楽しみにしております！ 

 

【当日 JAM の出展ブースを一緒に楽しく盛り上げてくださる 

ボランティアさんを募集しています♪】 

 
お時間はご希望に沿った時間帯で調整をさせていただきます。人手が足りず、現在困って

います。１時間でも構いません。 

具体的にお願いしたい内容は、商品の陳列、販売（店番のお手伝い）、ブースへお越しくだ

さった方へのチラシやパンフレットの配布等です。ブースへお越しくださった方への当会の

説明やご質問については、すべて当会スタッフが対応しますので JAM に関する詳しい知識が

なくても問題ありません。 

みなさまのご応募をお待ちしております♪ 

 

 

開催日時 ５月２５日（日）10:00～18:00  , ５月２６日（日）10:00～16:00 

※雨天決行、荒天中止、延期なし 

 

開催場所 浄土宗大本山 増上寺境内(〒105-0011 東京都港区芝公園 4-7-35) 

 

アクセス ・JR 線・東京モノレール 浜松町駅より徒歩 10 分 

・都営地下鉄三田線 御成門駅 芝公園駅より徒歩 3分 

・都営地下鉄浅草線・大江戸線 大門駅より徒歩 5分 

・都営地下鉄大江戸線 赤羽橋駅より徒歩 7 分 

・東京メトロ日比谷線 神谷町駅より徒歩 10 分 

 

申し込み方法  

 

会場ボランティア参加のお申し込み方法  

以下の情報(1)～(6)と合わせて当会のメールアドレス support@japanmaetao.org （ミャン

マー祭り 2019 担当 池村、白壁） までお送りください。 

件名「ミャンマー祭り２０１9 ボランティア申し込み」 
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本文： 

（１）氏名（フリガナ）  

（２）住所  

（３）所属  

（４）電話番号  

（５）パソコンメールからの連絡がつくメールアドレス  

（６）5 月 25 日（土）、5 月 26 日（日）で参加可能な日にちと時間 

 

 

ＪＡＭ掲載情報 

 
 
【１】 

阪急お客さま新聞 その 161 号（4 月号）に当会のことを掲載していただきまし

た。 

 

検索サイトで「阪急お客さま新聞」と検索してみてください。阪急交通社のホームページ

内にあります。 

「今月のお話（池村）：国境の医療者」の記事です。 

旅行に関する記事も大変興味深いですのでぜひ、お目通しください。 

 

https://blog.hankyu-travel.com/staff/newspaper/201904237478.php 

 

 

【２】 

朝日新聞平成 30 年 4 月 19 日付の一面下部に、新刊「国境の医療者」の広告が掲

載されました。 
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国内から 
 

 

地域で生活する人の支援に関わり、感じたこと 
【東京事務局 白壁】 

 

こんにちは。メータオ・クリニック支援の会の白壁です。微力ながらイベントのお手伝い

などに携わらせていただきながら、早いもので正会員としての活動は約５年の月日が経ちま

した。現在は地域包括支援センターの保健師として日々奮闘中です。 

 

さて、地域包括支援センター（以下包括）と聞いて、一体何をするところなのだろうと思

う方もいらっしゃると思います。包括は全国の市町村に約 5000 か所設置されている地域の高

齢者やご家族、地域住民の健康や生活を支えるためにできることを一緒に考え、必要な支援

へと橋渡しをする役割を行う総合相談窓口です。「地域包括ケアシステム」という言葉が日

本全体に浸透するようになったのはここ数年のことだと思いますが、その拠点の一つとして

主に高齢者の何でも屋さんのような存在として機能しています。 

今回は日頃電動自転車でぐるぐると地域を回る中で、感じたことを綴れますと幸いです。 

 

 私は保健師として地域に出るまでは病院で看護師として勤務をしていましたが、現職に変

わってからは病院での看護の現場とは視点が異なる部分に慣れるまで少し時間がかかりまし

た。異なる部分というのは、「病い」だけをみるのではなく本人の「生活」に重きを置いてア

セスメントするという点です。また、地域のニーズを把握してアプローチする点でも大きく

異なってきます。地域で生活をする方々の生活上の課題を運動機能の面や家事遂行力、医療

との繋がり、社会との関わり、コミュニケーション能力などの視点から検討していきます。

これらを踏まえて課題を一緒に乗り越えていくために、専門職的な目線で見てしまうと本人

のできないところや弱みに着目をしてしまいがちですが、まずは身体機能の低下や加齢に伴

う機能の喪失を受容できる環境を整えて、今までの頑張りを労う姿勢を持つことが大切です。

そして、好きなことやできることと言った本人の強みをできる限り最期の時まで発揮できる

ようにポジティブな面を引き出すことが本人らしさや役割を振り返る機会を作るきっかけに

なると感じています。 

 目標を一つ立てるにしても、「毎朝、家でラジオ体操をする」、「夕食は自炊する」など、

なるべく本人の達成可能なものを共に考えていくことが大切です。これらは個別ケース(要支

援)の介護予防ケアマネジメントの目標の例となりますが、ケアマネジャーや医療機関、利用

している事業所間での連携は欠かせません。また、地域全体の健康の増進という部分では、

特に地域で生活をしている住民の本音を聞き出すことが求められます。地域の方への二ーズ

診断も同様で、アンケートや統計データの情報も大切ですが、ダイレクトなコミュニケーシ

ョンを重ねて関係性を構築していきながら地域の一員として入らせていただく存在になれる

ことが大前提になっていきます。正直、様々な関係性が入り混じるこの過程が一番難しいで

す（笑） 

 実際に私が担当しているエリアでは、町会の違いや地域が駅に近いか山側かなどでまった

くニーズは異なってくるのも事実です。山坂の多い地域では、買い物や病院に行くのにも一

苦労するなど地域課題は様々です。地域の保健師としてできることは、近くにいる身近な存

在として住民との対話や圏域での住民会議によりニーズをキャッチし、地域の力持ちの方や

他職種、行政等と協同するためのきっかけづくりをし、住民の方々が能動的に活動の継続が

できるようにサポートしていくことも必要になってきます。ただ、見えにくい潜在的なニー

ズを掘り出すのは難しく、住民主体の会議や日々の相談事例への対応を繰り返していく中で

ぽろっと出てきた困難さに敏感になることが求められてきます。 

包括への相談は、地域や家庭内では対応できない事例への相談がほとんどですが、複合課
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題を抱える家庭が増えている現実もあります。例えば、身寄りがなく独居の方、ゴミの山積

などセルフネグレクトが疑われる家庭や社会資源の利用へ抵抗がある方、認知機能が低下し

た夫婦、虐待ケース、精神疾患を持つ子どもと介護を必要とする親が同居しているケース等

です。特に、認知機能が低下すると判断力や理解力が低下しますが、状況が悪化してからで

は本人の意思を汲み取ることがとても難しくなってきます。特に終末期にある方は慎重な選

択を求められます。このような状況が増えていく中で、「どんな生き方を望んでいるか」と

いう以上に各個人が「どう最期を終えたいか」を元気でいるうちから考えることは今後より

重要視される時代になってくるのではないかと思います。この最期を迎えることへの覚悟と

受容のプロセスを一緒に踏み続けるのは個人や家族だからことできること、難しいこと、専

門職であるからこそできること、難しいことがあります。 

 

とはいえ、何万人もの高齢者人口が増えていく中で専門職だけでは対応することが困難な

場面が増えていくことが予想されますが、インフォーマルサービスの活用、個人や住民の意

識の醸成といったコミュニティエンパワメントをどう高めていくかということに戻ってきま

す。この力は、日本に限らず、どの国でも欠かせないものであると思うし、むしろ都市化が

進んだ日本の一部のエリアでは隣に住む人はわかっていても、さらにその隣の人はわからな

いということが当たり前になってきています。現に介護保険の制度だけでサポートできるサ

ービスは限られていく中で、インフォーマルなサービスをどう地域住民と生みだすかも鍵と

なってくると思います。また、純粋に人手を増やすことに焦点を当てるのではなく、医療・

福祉・介護に携わる職員へのメンタルサポート、キャリアアップサポートもより強化し、職

員が大切にされる職場づくりの取り組みがケアの質の向上にも繋がっていくと思います。将

来に備えて地域のニーズに沿った事業を立ち上げていくことは求められていますが、地域住

民だけではなく、日々現場にいる職員も単純に「楽しい！続けたい！」と思える事業を生み

出していけるかが、現場の離職に歯止めをかけることにも繋がっていくように思います。 

令和という新しい時代を迎え、人生の選択の自由が広がる中で、よりその人らしさが引き

出され、違いを認められることが結果として日本の元気が活性化していく良い循環が生まれ

るのではないかとも思います。これからも、看護職として、地域住民の一人として、困りご

とや地域の魅力について共に伴走できる存在を目指していけたらいいなと思います。 

 

 

 

  

【追伸】 

約 2年前から登山にはまり、先日八ヶ岳の最高峰の赤岳に登頂してきました。 

雪道を歩く厳しさを感じながらも一泊二日かけてたどり着いた景色に感動もひとしおでし

た。一度登るともう当分山はいいやと思いますが、３日くらい経つとまた登りたいと思って

いる好山病にかかっています（笑） 
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編集後記 
 
ついに JAM の 10 年間の歩みをまとめた本「国境の医療者」が出版されました。書店に行くと

実際に売られている様子を見ると、大変感慨深いです。出版にあたり、ご尽力いただいた皆様に

は大変感謝しております。そしてさっそく読んでいただいた皆様にも大変感謝しております。 
さて、まだ読んでいない皆様に肝心の中身をご紹介いたしますと、ざっくりいうと現地派遣員

の現地での奮闘ぶりや珍道中、驚きの出来事が満載です。 
私としては、保健師や看護師になりたい人、青年海外協力隊など国際協力に興味がある人（医

療関係ではない人にも）、遠い外国で暮らしている一人の日本人に会いに行く某テレビ番組をよく

見ている人に特におすすめしたいです。 
 
 

次号の予定 
 
次号は、6月中～下旬ごろ配信の予定です。 

現地からの最新情報は、インスタ、ツイッター、ホームページでも、随時更新していきます

ので ぜひ、お時間があるときにご覧ください。 

 

メータオ・クリニック支援の会(JAM)の活動を支援して下さり、心より御礼を申し上げます。JAM

の活動は皆さまからの温かい寄付によって支えられ、院内感染予防活動、移民学校での啓発活動

など様々なプロジェクト・設備投資を実施しています。 

支援の輪が広がっていけるよう、どうぞ当会の Facebook もフォローして「いいね」や「リツイ

ート」で応援してください。 

 

当会では、都度の支援金の受け入れとともに、「1日 10 円からの支援」を基本とし、継続的なご

支援をお願いする賛助会員制度を用意しております。 

【一般会員】3,650 円/年   【学生会員】1,825 円/年   【法人会員】36,500 円/年 

当会ホームページにアクセスしていただき、お申し込みフォームから会員登録のうえ、指定の口

座へのお振込をしていただきますと、賛助会員として登録させていただきます。詳しくは当会ホ

ームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＪＡＭ会報 第 113 号 
2019 年 4 月発行 

 

★★★★★新刊書籍：「国境の医療者」★★★★★ 

 
メータオ・クリニック支援の会 (JAM)は昨年 2018 年に設立 10 周年を迎えました。それを記念し

て JAM の歩みをまとめた「リレーエッセイ」が、2019 年 4 月に新泉社から出版されました。 
 

各々の派遣員が経験した成功体験、面白い発見、悔し

い思い、悲しいお話など…さまざまな印象的なエピソ

ードは、読者の皆さんにも、きっと共感いただけるも

のと思います。 

現地派遣員の成長から、10 年で変わった国境付近の状

況、クリニックに看護が根付いていくまでが、（手前味

噌ですが）とても読みやすくまとまっていると思って

います。 

 

また、JAM に関わる様々な方から寄せ書き形式でいた

だいたメッセージも盛り込まれています。 

 

さらに、プロの写真家の渋谷敦志さんのご厚意で、素

晴らしい写真が本中に散りばめられています。 

 

全国の書店、アマゾン等のインターネットでお買い求

めできます。当会が出展するイベント等でも随時、販

売予定です。 

この本の収益は、全額、当会の活動費に充てさせてい

ただきます。 

 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

ＮＰＯ法人メータオ・クリニック支援の会  Japan Association for Mae Tao 
Clinic（JAM） 
 

日本事務局宛て 
E メール 

support@japanmaetao.org 

JAM ウェブサイト www.japanmaetao.org 

Facebook 
 

Japan Association for Mae Tao Clinic (JAM) で検索して下さい。 
https://www.facebook.com/JapanAssociationforMaeTaoClinic/ 

Instagram https://www.instagram.com/japan_association_maetaoclinic/ 

Twitter https://twitter.com/japanmaetao 

 

※掲載されている全ての内容、文章の無断転載を禁止します。 
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